
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

尾張旭市活力拠点地区

令和7年3月

愛知県尾張旭市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 317.6ha

交付期間 0.475

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり -

なし -

あり -

なし -

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

本地区と本地区以外の人口
増減率の差(３年間)

％ -1.5 R2 － －

従前値
指　標

目標値

78.5 〇

48.7 △

土地区画整理事業をはじめとする総合的
な住環境整備事業の実施により、住みや
すさに関する満足度の向上が図られてい
る。
また、都市基盤整備の進捗に伴い病院や
スーパー等が増え、生活の利便性が向上
したことが住みやすいまちの形成につな
がっている。

-指標３
住みやすいまちが形成されて
いると思う市民割合

％ 73.1 H30 76.7 R6

公園整備などにより、公園利用の満足度の
向上は図られた。また、公園利用者が増え
たことで地域の安全性が向上した。
土地区画整理地区内の公園が整備されて
いないため、満足度の低下が生じたと考え
られる。

-指標２

今後の対応方針等
都市再生整備計画に記載し、実施できた

事業管理の継続的な実施都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

交付期間
の変更

令和2～6年度
なし

なし

数　　値 目標
達成度

1年以内の
達成見込み

21,140 △

北原山地区は人口が増加しており、都市基
盤整備の効果が発揮されている。
土地区画整理事業や公園整備等の住環境
向上策により、人口減少の抑制の効果が
発揮されている。

令和7年4月指標1 地区内の居住人口 人 21,349 R1 21,420

愛知県 市町村名 尾張旭市 地区名 尾張旭市活力拠点地区

令和2～6年度 事後評価実施時期

市道巡検道線道路改良事業、市道南原山６号線通学路整備事業、大久手東公
園、出屋敷公園、大久手西公園、北原山４号公園

令和6年度 交付対象事業費

公園利用や維持・管理等への住民参加の維持・充実都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

活動の維持・充実

4,452.9 国費率

事業名

東栄公園、旭台第１号公園、北原山土地区画整理事業

南原山町地内浸水対策事業、立地適正化計画策定、事業効果分析調査

削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響
関連事業として実施
事業実施時期見直しに伴う事業の削除

影響なし

三郷駅前地区市街地再開発事業 社会資本整備総合交付金で実施予定の事業を本事業に変更 影響なし

交通基本計画策定、まちづくり活動支援
立地適正化計画の方針と連動
市街地再開発事業に関連する大学連携協力

影響なし

206

・地区内の公園について、定期的な愛護会活動が実施されている。
・上記愛護会活動やアダプトプログラムの活動により、人が集まることで地域の安全性・防犯性が向上した。

実施内容

 １）事業の実施状況

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

尾張旭市公共施設アダプトプ
ログラムの活動数(５年間)

回 84 R1

新たに追加した事業

R6

指　標
従前値 目標値

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から
削除した
事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

公園が安全で快適に利用でき
ると思う市民割合

％ 45.1 H30 49.6 R6

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

 ５）実施過程の評価

モニタリング

官民連携による取組の実施状況

持続的なまちづくり
体制の構築

都市整備課が中心となり、定期的に事業進捗状況や、事業進
捗上の問題点について関係各課と連携して確認する

公園整備における住民ワークショップの開催

尾張旭市公共施設アダプトプログラムを導入 都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

－ －

数　　値 目標
達成度

フォローアップ
予定時期

－ －

土地区画整理事業や、公園整備における
ワークショップの開催により、市民のまちへ
の愛着が深まった。
これに伴い、まちを良好に維持するため美
化活動への参加意欲が向上し、アダプトプ
ログラムの活動数の増加に寄与したと考え
られる。また、活動を通じて人が集まること
で地域の防犯性が高まった。

令和7年4月

0.1 － －

土地区画整理事業をはじめとする総合的
な住環境整備事業及び安全・安心なまちづ
くりの実施により、人口減少の抑制が図ら
れた。
また、人口の変動傾向を踏まえると、中心
市街地である本地区への人口集約が進
み、本市が目指すコンパクトなまちづくりが
図られている。

-

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）



様式２－２　地区の概要

人 21,349 R1 21,420 R6 21,140 R6

％ 45.1 H30 49.6 R6 48.7 R6

％ 73.1 H30 76.7 R6 78.5 R6

大目標 「すくすくのびのび暮らしやすいまちづくり」
　　目標１：活力と交流が生まれるまちづくり
　　目標２：安全・安心な子育てしやすいまちづくり
　　目標３：災害に強く住民に優しいまちづくり

尾張旭市活力拠点地区（愛知県尾張旭市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

地区内の居住人口

公園が安全で快適に利用できると思う市民割合

住みやすいまちが形成されていると思う市民割合

まちの課題の変化
〇コンパクト・プラス・ネットワークの促進のためには、駅周辺の住環境整備が必要→三郷駅周辺の利便性・安全性の確保が図られた(三郷駅周辺の都市機能の更なる充実と魅力化が必要）
〇駅周辺の公園のバリアフリー化を行い、安全・安心で賑わいのある施設への再構築が必要→公園のバリアフリー化等により、公園利用の充実が図られた
〇世代、地域を問わず安全安心に暮らせる住環境整備が必要→総合的な市街地整備により、市街地の利便性と安全性が高まった

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

■公園のバリアフリー化等の更なる充実により公園利用の維持・向上を図る→三郷駅周辺の公園の利便性・安全性の向上を拡大　（バリアフリー化を含む公園の再構築）
■人口の定着化を図る→市街地の利便性と安全性の維持・充実（北原山土地区画整理事業の推進）、三郷駅の利便性・安全性の向上（北原山土地区画整理事業の推進、三郷駅前の再開発事業の推進）
■三郷駅周辺の都市機能の更なる充実と魅力化→立地適正化計画に基づく三郷駅周辺の都市機能・都市施設の適切な確保（北原山土地区画整理事業の推進、三郷駅前の再開発事業の推進）

【東栄公園】

整備前 整備後

【北原山土地区画整理事業】

整備後のまちなみ

北原山１号線・３号線


